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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穀物を貯留する貯留タンクと、該貯留タンクから流下する穀物に熱風を通風し当該穀物
を乾燥させる熱風乾燥部と、該熱風乾燥部を流下した穀物を機外に取出す取出部と、前記
取出部から取出された穀物を前記貯留タンクに還流する還流部と、前記熱風乾燥部、取出
部及び還流部等の駆動制御を行う制御部とを備えた循環式穀物乾燥機であって、前記熱風
乾燥部は、横設した熱風胴の両側に、前記穀物が流下する穀物流下層と排風胴を順次横設
するとともに、熱風胴と穀物流下層、穀物流下層と排風胴が、それぞれ隔壁に設けられる
多孔部により通風可能とされており、前記熱風胴の一端側に熱風発生装置を接続し、かつ
、前記排風胴の他端側に排風ファンを接続して、前記穀物流下層を流下する穀物に前記熱
風胴から熱風を通風し、穀物流下層を通風した排風を前記排風胴から機外に排風する循環
式穀物乾燥機において、
　前記排風胴の外側面となる側方機壁には、当該排風胴を通過する排風に対し機外から直
接外気を導入する外気導入口を当該排風胴の長手方向に沿って備えることを特徴とする循
環式穀物乾燥機。
【請求項２】
　前記外気導入口は前記外側面の下端部に形成したことを特徴とする請求項１に記載の循
環式穀物乾燥機。
【請求項３】
前記外気導入口はスリット孔によって構成したことを特徴とする請求項１又は請求項2に
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記載の循環式穀物乾燥機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は，結露対策を講じた循環式の穀物乾燥機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、循環式穀物乾燥機は上から順に，貯留タンク部，熱風乾燥部及び穀物取出部を重設
してなる本体部と，前記穀物取出部から取出された穀物を貯留タンク部に還流する還流装
置（昇降機及び上部搬送機）とから構成される。前記熱風乾燥部は，本体部の幅方向中央
位置に熱風胴を横設するとともに，該熱風胴の両側方に穀物流下層及び排風胴を順に横設
してなる。前記熱風胴は，本体部の一側（前側）に配設した熱風発生装置に接続して熱風
の供給を受けるようになっている。前記排風胴は，本体部の他側（後側）に配設した排風
ボックス及び排風ファンと連通し，前記穀物流下層を通風した排風を機外に排風するため
の通路になっている。前記排風胴の一側面を形成する機壁には穀物張込用の開閉扉が形成
されおり，原料穀物は該開閉扉を開けて投入し，前記還流装置によって貯留タンク部に貯
留される。そして，制御装置による乾燥運転制御により，穀物流下層を流下する際に熱風
の通風を受ながら，前記穀物の水分値が所定値になるまで本体部内を循環する。なお，乾
燥運転の際に穀物流下層の穀粒間を通風した排風は排風胴に至り，この後，排風ボックス
を通過して排風ファンから機外に排風される。
【０００３】
ところで，従来の循環式穀物乾燥機においては，外気温度が低いときに，高水分穀物の乾
燥を行うと，外気温度と前記排風（高湿）温度との温度差により，前記排風胴の一側面を
形成する機壁の内面（以下「側方機壁」という）に露が生じることがある。前記側方機壁
に露が生じると，該露は側方機壁面を流下して前記穀物取出部の集穀板（漏斗状底板）に
落ち，更に集穀板面を流下して還流される穀物に付着するという不具合や、露によって濡
れた前記集穀板面に夾雑物が付着・堆積するという不具合が生じる。このような結露によ
る不具合の対策方法としては特許文献１のものがある。この特許文献１の対策方法は、前
記側方機壁の下部に、該側方機壁面を流下した露を受け止めるために，排風胴の長手方向
に延設した樋を構成するとともに，該樋の一端に機外排水用のホースを接続し，樋に受け
た露をホースから機外排水するものである。
【０００４】
【特許文献１】実開昭５９－１１０８９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の手段には以下の問題点があった。すなわち、前記排風胴内
には、言うまでもなく，前記穀物流下層から穀粒が穀物取出部に流下（落下）した際に生
じる塵埃や藁（わら）、シイナ等のごみが前記排風の通風によって舞い上がって充満して
いるので、前記樋の中には，該樋中に溜まった露の水分を吸収しながらごみが次第に堆積
してしまう。このため，穀物の収穫時期の前後、または，原料に含まれるゴミの量が多い
ときのシーズン中には，前記樋に溜まったごみを清掃により除去する必要がある。
そこで，本発明はこれらの問題点にかんがみ、清掃作業を必要としない結露対策方法を講
じた循環式穀物乾燥機を提供することを技術的課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に係る発明は、穀物を貯留する貯留タンクと、該貯
留タンクから流下する穀物に熱風を通風し当該穀物を乾燥させる熱風乾燥部と、該熱風乾
燥部を流下した穀物を機外に取出す取出部と、前記取出部から取出された穀物を前記貯留
タンクに還流する還流部と、前記熱風乾燥部、取出部及び還流部等の駆動制御を行う制御
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部とを備えた循環式穀物乾燥機であって、前記熱風乾燥部は、横設した熱風胴の両側に、
前記穀物が流下する穀物流下層と排風胴を順次横設するとともに、熱風胴と穀物流下層、
穀物流下層と排風胴が、それぞれ隔壁に設けられる多孔部により通風可能とされており、
前記熱風胴の一端側に熱風発生装置を接続し、かつ、前記排風胴の他端側に排風ファンを
接続して、前記穀物流下層を流下する穀物に前記熱風胴から熱風を通風し、穀物流下層を
通風した排風を前記排風胴から機外に排風する循環式穀物乾燥機において、前記排風胴の
外側面となる側方機壁には、当該排風胴を通過する排風に対し機外から直接外気を導入す
る外気導入口を当該排風胴の長手方向に沿って備えるという技術的手段を講じるものであ
る。
【０００７】
　これによれば，排風胴の一側面を構成する外側面に露が発生し，該露が外側面の内面に
沿って流下しても，該露は前記外気導入口から吸引された噴風（外気）によって吹き飛ば
された後に排風とともに機外排出されるので，取出部における底板に流れ落ちることがな
い。また，排風は前記噴風と混合されるので外気との温度差が低減する。
【０００８】
　また，請求項２によれば，前記外気導入口は前記外側面の下端部に形成するという技術
的手段を講じるものである。これによれば，前記外側面の下端部よりも上方に生じて流下
する露を，下端部にのみに形成した外気導入口からの噴風によって吹き飛ばすことができ
る。
【０００９】
さらに，請求項３によれば，前記外気導入口はスリット孔によって構成するという技術的
手段を講じるものである。これによれば，スリット孔からはシャープな噴風がなされるた
め，露は確実に吹き飛ばされる。
【発明の効果】
【００１０】
本発明によれば、排風胴の一側面を構成する外側面の内面に露が発生し，該露が外側面に
沿って流下しても，外気導入口からの噴風により露が吹き飛ばされて排風とともに機外排
出されるので，取出部における底板に流れ落ちることがなく，前記底板が濡れてこれにゴ
ミが付着し堆積することがない。したがって，本発明は，従来のような樋を設けないので
清掃作業を必要とせず，外側面に外気導入口を形成するという簡単な構成により結露対策
を行うものである。また，本発明によれば，排風は噴風と混合されることにより，外気と
の温度差が低減するので，外側面への露の発生量自体を低減する効果もある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は本発明の循環式穀物乾燥機１の前方斜視図，図２は後方斜視図を示す。図３は，
循環式穀物乾燥機１の正面縦断面図を示す。循環式穀物乾燥機１は，穀物を貯留する貯留
タンク２，熱風を通風して穀物を乾燥する熱風乾燥部３及び穀物を機外に取出す取出部４
を上から順に重設してなる本体部１ａと，前記取出部４から取出された穀物を前記貯留タ
ンク２に還流する還流部５と，駆動モータ等を制御する制御部６とを備えてなる。前記貯
留タンク２は機壁２ａと天井板２ｂによって構成する。
【００１２】
前記熱風乾燥部３には，前記本体部１ａの長手方向に横設し，本体部１ａの一方側に配設
した後方機壁１０ｃ及び隔壁７ａによって囲繞（いにょう）した熱風胴７を有する（図４
参照）。該熱風胴７の一方側は開口部を介して熱風発生装置７ｂと連通し，熱風が供給さ
れるようになっている。前記熱風胴７における長手方向の両側には，前記隔壁７ａと対設
した隔壁８ａとの間による穀物流下層８が横設してあるとともに，該穀物流下層８の更に
側方には排風胴９が横設してある。前記隔壁７ａ及び隔壁８ａのそれぞれには，穀物流下
層８を流下する穀物に熱風を通風するための多孔部が設けてある。前記排風胴９は，前記
隔壁８ａ，本体部１ａの側方に配設した側方機壁（外側面）１０ａ，本体部１ａの前方に
配設した前方機壁１０ｂ，前記後方機壁１０ｃ及び後述する漏斗状底板１１によって囲繞
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し形成されている。前記排風胴９における後方機壁１０ｃには開口部９ａが形成され，該
開口部９ａは，排風ボックス１２を介して排風ファン１３と連通させてある。
【００１３】
　前記側方機壁（外側面）１０ａは，周縁部に縁部１４を立設した矩形（くけい）状の板
により構成する（図５及び図６参照）。図５に示した符号１５は補強部である。本体部１
ａにおいて，一方側の前記側方機壁１０ａは，その取付け位置に張込用扉１６も配設する
ため，他方側の側方機壁１０ａよりも長さが短い（図６参照）。本発明の特徴構成である
が，前記側方機壁１０ａの下部には，長手方向に沿って外気導入口１７を配設する。該外
気導入口１７は，スリット状の孔１８を一定間隔ごとに配設して構成する。該スリット孔
１８は，例えば，長さ１１ｍｍ，高さ３ｍｍの大きさとし，７５ｍｍ間隔で配設する。前
記外気導入口１７の形状は，前記側方機壁１０ａ面を流下してきた露を吹き飛ばすための
外気通風（噴風）が得られるものであればよく，例えば，丸形としたり，スリット孔を直
線状ではなく千鳥上に配置したり，二列に配設するようにしてもよい。ただし，外気導入
口１７を設ける数又は面積は，穀物の乾燥効率（能力）を低下させない程度に設ける必要
がある。
【００１４】
前記取出部４は，各側方機壁１０ａの下端部近傍にその上端部を接続しかつその他方側を
本体部１ａの中央部に向かって下方傾斜した前記漏斗状底板１１と，該漏斗状底板１１の
中央下部に横設した下部搬送機１１ａとを有する。さらに，前記穀物流下層８の下端位置
に配設した繰出しバルブ１９も含む。前記下部搬送機１１ａの搬送終端側は前記還流部５
を構成する昇降機５ａの搬送始端側に接続し，該昇降機５ａの搬送終端側は前記貯留タン
ク２の上部に横設した上部搬送機５ｂの搬送始端側に接続する。該上部搬送機５ｂの搬送
終端側は貯留タンク２内に臨ませてある。
【００１５】
前記制御部６は，前記繰出しバルブ１９や昇降機５ａなどのモータ駆動制御回路や前記熱
風発生装置７ｂのバーナー制御回路や仕上げ水分値等の設定部，各種の運転操作ボタンな
どを有してなっている。また，前記バーナー制御回路等は，前記昇降機５ａに設けた穀物
水分計（図示せず）からの測定水分値に基づいて乾燥速度などの制御を行うようになって
いる。
【００１６】
　以下，本発明における循環式穀物乾燥機１の作用を説明する。オペレータが前記制御部
６の張込運転ボタンを選択すると，前記制御部６のモータ駆動制御回路により，前記昇降
機５ａ，上部搬送機５ｂ及び下部搬送機１１ａが駆動する。この後，前記張込用扉１６を
開けて原料穀物を張り込むと，該穀物は下部搬送機１１ａ，昇降機５ａ及び上部搬送機５
ｂを通って貯留タンク２内に供給されて堆積する。張り込む原料穀物が無くなると，停止
ボタンを押し，前記昇降機５ａ，上部搬送機５ｂ及び下部搬送機１１ａの駆動が停止する
。
【００１７】
この張込運転終了後，オペレータが，乾燥仕上げ水分値等の設定をして乾燥運転ボタンを
選択すると，前記昇降機５ａ，上部搬送機５ｂ，下部搬送機１１ａ，繰出しバルブ１９，
排風ファン１３及び熱風発生装置７ｂが駆動する。前記熱風発生装置７ｂが生成した熱風
は前記排風ファン１３の吸引作用により，熱風胴７に吸引された後，穀物流下層８，排風
胴９，排風ボックス１２を通風し，前記排風ファン１３から排風として機外排風される。
前記貯留タンク２の穀物は穀物流下層８において前記熱風の通風を受け，この後，繰出し
バルブ１９から繰り出され，還流部５によって貯留タンク２に還流される。乾燥運転は，
前記穀物水分計で測定した穀物水分値が乾燥仕上げ水分値になった時点で自動終了（停止
）する。
【００１８】
　本発明の特徴作用を説明する。前記乾燥運転の際，外気温度が低く，かつ，乾燥中の穀
物の水分値が高いときには，穀物流下層８を通風した時に高湿化された排風が排風胴９を
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通過するため，外気との温度差により，前記各側方機壁（外側面）１０ａの内面に露が生
じる。該露は各側方機壁１０ａの内面に沿って流下し，前記外気導入口１７（スリット孔
１８）に差し掛かかる（図７参照）。このとき，前記スリット孔１８からは，排風ファン
１３の吸引作用によって外気が吸引され，排風胴９内に向かった噴風が生じている。該噴
風により，前記スリット孔１８に差し掛かった露は吹き飛ばされて排風とともに機外排風
されるので，流下した前記露は前記漏斗状底板１１に落ちることがない。このため，該漏
斗状底板１１面を流下して下部搬送機１１ａにおいて搬送される穀粒に付着することがな
い。また，排風は前記噴風と混合されるので，排風の温度が低下し，外気との温度差が小
さくなる。このため，各側方機壁１０ａの内面に発生する露の量を低減する効果がある。
【００１９】
　なお，上記説明では，前記外気導入口１７は各側方機壁１０ａにのみ形成したが，これ
に限ることなく，張込用扉１６や，各排風胴９における前方機壁１０ｂに形成してもよい
。また，前記外気導入口１７は，各側方機壁１０ａにおける下端部だけでなく，該各側方
機壁１０ａの上下方向における中間位置などにも形成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明における循環式穀物乾燥機の前方斜視図
【図２】同乾燥機の後方斜視図
【図３】同乾燥機の正面縦断面図
【図４】図３におけるＡ－Ａの断面図
【図５】側方機壁の斜視図
【図６】他方の面における側方機壁の斜視図
【図７】本発明の作用を示した要部拡大図
【符号の説明】
【００２１】
１　循環式穀物乾燥機
１ａ　本体部
２　貯留タンク
２ａ  機壁
２ｂ　天井板
３　熱風乾燥部
４　取出部
５　還流部
５ａ　昇降機
５ｂ　上部搬送機
６　制御部
７　熱風胴
７ａ　隔壁
７ｂ　熱風発生装置
８　穀物流下層
８ａ　隔壁
９　排風胴
９ａ　開口部
１０ａ　側方機壁（外側面）
１０ｂ　前方機壁
１０ｃ　後方機壁
１１　漏斗状底板
１１ａ　下部搬送機
１２　排風ボックス
１３　排風ファン
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１４　縁部
１５　補強部
１６　張込用扉
１７　外気導入口
１８　スリット孔
１９　繰出しバルブ
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